
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 1 回 理事会  

日 時 平成 30 年 4 月 13 日 19：40～21：50 

場 所 道ノ尾病院 さくら棟会議室 

出席者 

理事：塩塚 順、大山盛樹、井手伸二、小泉徹児、小無田彰仁、山下潤一郎、志岐浩二 

西本加奈、大石勝規、永木照彦、浦川純二 

監事：平野英三、柿田謙三、大木田治夫 

書記：大月雅之 狩浦圭介 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 
 １）決算理事会（第 2回理事会）の招集について 

4 月 27 日に北病院にて監事監査を実施する予定。監査報告を次回理事会（決算理事会）にて行う予定
としている。決算理事会招集日について審議する必要がある。決算理事会から総会までに 2 週間以上
空いていることの確認と、決算理事会で監査報告の承認を得たら、それに関する資料をいつでも開示
できるようにする必要がある。5 月 8 日火曜日に第 2 回理事会(決算理事会)を開催する。審議の結
果、提案通り可決された。 

２）事務局ノートパソコンリースについて 
事務員 2 名体制のため、作業の分担化や効率化を図るためにノートパソコン 1 台購入を検討。パソコ
ンは 5 年間のリースで、税込の 75,384 円の 60 回払いで、月々1,458 円で見積りをとっている。審議
の結果、提案通り可決された。 

３）Web会議運営と機材購入について 
Web 会議を試験的に行った際に、理事会会場の音声が聞き取りにくいという問題があった。解決策と
して Web 会議用にスピーカー内蔵の集音マイクの購入を検討。商品としては、ヤマハのマイクロスピ
ーカーシステムで、金額が 38,923 円。精度は会場やパソコン、Wi-Fi などの通信環境によっても変わ
ってくるため、環境整備は今後検討していく。審議の結果、提案通り可決された。 

４）平成 30年度長与町健康づくり推進員学習会での講師依頼について 
長与町で毎週水曜日に健康づくり推進員がリーダーとなり、町民とスポーツ活動を行っているが、ス
トレッチがマンネリ化しており、スタッフも交代で行いたいとのことで健康づくり推進員学習会にお
ける講師依頼があった。平成 30 年 9 月 3 日に開催予定で内容は効果的な準備運動とストレッチにつ
いて。地区代表、副代表、担当理事と協議し、女の都病院の上野氏に内諾済み。今回は特に推薦書等
なく、直接依頼書を出す形だが、本来であれば依頼書を当会に出してもらい、当会から病院、本人に
書類を出す形となる。公益事業の講師派遣に当てはまるが、費用等については確認が必要。また、当
会からの推薦とする場合は病院業務としてではなく有休をとって行く必要がある。審議の結果、提案
通り可決された。 

５）アスレティックトレーナー長崎県協議会との人材育成協力について 
以前より AT 協会と NPTA の連携の充実について話があったが、今回、スポーツ理学療法推進事業の
話もあり、人材育成も積極的にやっていきたい。AT 協会の研修会案内を NPTA のホームページに掲
載し、広く理学療法士にも周知できるようにし、先々AT を持つ理学療法士を増やし、一緒に活動で
きればよい。また、AT の認定を持っている者が講師となり 90 分の講義をすれば専門領域のポイント
も取れるので会員へのメリットにもなる。審議の結果、提案通り可決された。 

６）新入会会員承認の件について 
コンピュータートラブルのため、入会者が遅れており、未だ入れないという報告が来ている。JPTA
に問い合わせているところ。本年度会員システムの検索が遅くなっている。個別に対応しているが、
現在 75 名遅れている。入会 71 名、退会 6 名。審議の結果、提案通り可決された。 

７）まちんなかサロンの講師の依頼について 
当協会が地域連絡調整会議の委員をしているまちんなかラウンジより講師派遣の依頼があった。9 月
25 日、メルカつきまちで開催予定。当会として飯野朋彦氏を推薦する。審議の結果、提案通り可決さ
れた。 

８）純心高校ソフトテニス部のスポーツ講習会の依頼について 
純心高校のソフトテニス部からスポーツ講習士会履修要件については県士会が直接的に企画している
ものではなく、広域や実務的な形での関わりとなる。経験としては十分と思う会の依頼があり、大石
理事、重松理事に相談し、4 月 8 日に講習会を支援・運営した次第。平成 30 年のスポーツ支援事業と
しての補正予算の協議をお願いしたいとのこと。今回はスポーツ講習会を支援する事業に振り分ける
が、今後は当会宛に公文書を送ってもらうような形をとり、会として話し合う。金額もある程度決め
るなど要綱をまとめていく必要がある。審議の結果、提案通り可決された。 

９）推進リーダー制度の会員の申請状況について 
地域包括ケアと介護予防の推進リーダー制度について士会指定の事業参加の申請 1 名。士会履修要件
は県士会が直接的に企画しているものではなく、広域や実務的な形での関わりとなるが、経験として



は十分。審議の結果、提案通り可決された。 
１０）包括的支援事業等業務委託受注者選定審査会委員の推薦について 
    長崎市の山口参事より、長崎市の包括支援センター20 か所のうち 19 か所について委託先を再募集す

るとのこと。今回は 6 名程度の委員で受注者選定審査会を作る意向で、当会からも 1 名推薦してほし
いという依頼あり。19 か所に手を挙げる可能性のある施設以外で検討し、小泉副会長を推薦すること
とする。承認されれば、事務局の方で公印が必要。また、小泉副会長の方で承諾書と申告書が必要。
審議の結果、提案通り可決された。 

（２）報告事項 
１）佐世保市地域ケア個別会議の参加者について 

佐世保の地域ケア会議について、市が直接、地区の各施設所属長宛に職員の派遣を依頼している現
状。当理学療法士協会には推薦規定があるので、それに準じて会員を理事会から推薦するのが基本だ
が、4 月から既に始まっているものなので、とりあえず施設長を通じて挙がっている人のリストを送
っていただいたところ未納会員も入っている。理事会としては今回挙がっている未納会員に対して連
絡し、納金を促す。また、佐世保市に限らず、各市町に対し、会員であることや 4 団体など、当会の
規定があることをアナウンスしていくこととする。 

 ２）JPTA平成 30年度拡大組織運営協議会報告の件』について 
4 月 8 日東京で行われた JPTA 平成 30 年度拡大組織運営協議会に出席したので内容を簡単に報告す
る。事務局機能の方向性についてはスマートフォンでの閲覧など利便性を図り、JPTA から職場に問い
合わせメールを送ったりできるようにしたいとのこと。生涯学習システムについては未定だが、平成
34 年度 4 月から開始を目標とし、医師会に準じた形を想定している。養成課程の４年制大学科推進に
ついて、93 単位から 101 単位に増やすことは了承されている。4 年制大学レベルを目指すのか、単純
に養成校を 4 年制にするのかについては 4 年制大学レベルを求めたいという JPTA の意向。会館建設
に関して山手線の内側で、160 坪くらい、11 億円程度予定として考え、銀行借り入れを 4 億円とした
いとの説明。スポーツ支援に関して、ポストタウンという考えで各都道府県にオリンピック・パラリ
ンピックの参加国がキャンプを張る。各県で前段階からサポートできるよう準備をする必要がある。
ロンドンオリンピックの時は会場でのサポートに救急処置も入ったということで、日本の法律では難
しい。全国で 500 人は必要という概算。語学力の問題もあるが、JPTA の方で検討している。宿舎の件
で東京のホテルが高騰する見通しで支援者は避難所生活のような形になる可能性がある。支援者につ
いては JPTAが大きな研修会を開き、全国から参加者を募集し、登録していく形と思う。 

３）長崎県介護支援専門員連絡協議会よりお礼の件について 

議案書・資料に目を通す形での報告となった。 

４）監事監査から定時社員総会までの流れについて 

監事監査を 4 月 27 日に行い、その後 5 月 8 日に決算理事会を開催。決算理事会から社員総会までの
間に 2 週間以上空けなくてはいけない。定時社員総会の 2 週間前までに計算書類等備え置きしないと
いけないため、総会資料を 5 月 27 日には郵送済みとし、会員の手元にある状態にするスケジュー
ル。総会資料の送付につけて内面に鏡文を付ける。6 月 10 日に総会開催。総会にて承認後、事務所と
ホームページで公告する流れ。6 月は役員が変わり、新役員にも動いていただかないといけないが、5
月以降に説明する。 

５）スポーツ理学療法推進事業長崎県協力者について 
前回の理事会にて、公募による表題の協力者を募ったところ、資料に載っている 3 名で決定。JTPA ス
ポーツ支援推進執行委員会へ、本会運営担当者大石より提出した。運営担当者の集合研修会は 6 月 17
日に開催が決定。 

６）平成 29年度第 3回九州各県理学療法士会 会長会議（報告）について 

九州ブロック教育-学術担当者連絡会議、九州ブロック臨床実習担当者会議、九州ブロック臨床実習
研修会を長崎が担当することとなった。九州ブロックスポーツ大会が 11 月 17，18 日に熊本であり、
出席が必要。九州 PT・OT 合同学会が 10 月 13，14 日にあり、役員数名の出席が必要。7 月 14 日、九
州各県理学療法士会会長会議、事務局会議、政策担当者会議がある。長崎から審議事項を出している
が、ペーパーレスにしようという流れがあり、7 月 14 日の会議で決定する。その時に長崎の議案も載
せるが、ペーパーレス化が決まれば、審議は取り下げる。 

７）第 30回長崎県学療法士協会学術大会 In長崎 タイムスケジュール案について 
    長崎大学医学部の記念講堂等全部借りる予定だったが、良順会館の方はボードインホールとセンター

ホールがあり、センターホールが 2 つに分かれる。全部口述にすると 72 演題までいける。ポンペの方
でポスターをすると 100 以上いける。今回第 30 回なので、大会長の基調講演に加えて講演を 2 つ入れ
ている。また県民向け講演会と釜山も交えたシンポジウムを考えている。先に口述をしてシンポジウ
ムに流れる形。2 日目、県民向け講演会後に口述に持っていき、人を残すよう考えていく。JPTA 関係
や協賛などについては今後検討する。 

８）その他の報告事項について 
・4 月 23 日、臨時理事会を開催する。規模としては、島嶼部を除く拡大理事会レベル。懇親会も予定
しているので、参加をお願いしたい。理事会については総務部より案内を出す予定。 

・リフォームヘルパー制度に関して、長崎市から 18 名の理学療法士に依頼し、承諾を得ているとのこ
と。名簿をいただき、再び引き受けてもらえるかとの連絡があり。ただ長崎市の中央に固まってお
り、市としても広い地域の理学療法士に協力してほしいという意向。会として公募をして、推薦規定
と照らし合わせてはどうかと思う。詳細は事務局で動く予定。今回は FAX で公募をかけるが、今後



FAX通信が廃止となるので、公募方法についても検討が必要。 
・理事会に関して、開催案内に 5 日前までの議題提出期限をつけている。その後総務部での作業がある
が、期限後の追加提出が多く、順番が組めなくなってきている。総務部より緊急を要するもの以外、
提出期限の厳守をお願いする。 
 
 

 


